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■双葉中学校避難所跡記録調査参加記

　茨城史料ネット副代表でもある筑波大学図書館情報メディア系の白井哲哉先生が主導する、東日本大震災による福島の被災記録づくりの一環として実施された、震災直後に避難所となった双葉町立双葉中学校の記録調査に参加した。いろいろ感じること、学ぶことも多かったので、当日の参加記を、以下にまとめてみた。書き漏らしたことや私の誤解も含まれていると思うが、とりあえず当日の様子を伝えるための速報として配信する。

　2014年6月29日日曜日、双葉町教育委員会の吉野高光氏や白井先生の呼びかけで結成された選抜チーム（生物としての役割を終えつつあることを理由に選抜された）7名に、茨城史料ネットの事務局幹事を務めてきた、双葉町に実家のある泉田邦彦君を加えたメンバーが、午前8時、福島県いわき合同庁舎前に集結した。今回のミッションは、2011年3月11日の震災直後に避難し、翌12日には別の避難所へ退避となった周辺住民の、緊迫した2日間の行動にかかわる痕跡を記録保存することにある。
　あいにくの雨模様だったが、モチベーションも高く、一同は、勇躍いわきを出発した。広野町に入り、広野IC付近のコンビニで、福島県立博物館3人、NHK水戸放送局2人と合流する。Jビレッジにもほど近いこのコンビニの品数の多さにびっくり、さらにトイレのアルバイト募集の時給の高さにもびっくり。特別な世界に足を踏み入れたことを実感する。
　国道6号をさらに進む。楢葉町に入ると、自動車の数が極端に減り、行き交うのは赤色灯をともした特別な車両に限られるようになった。沿道の地形によるのだろうか、突然線量計の数値が上がることもあった。富岡町に入り、最初の検問で身分証を提示する。担当は奈良県警の警察官。福島第一原発の方角を右手に見ながら進み、左手の道に入るところで二度目の検問を受け、沿道の被災家屋に目を奪われながら、双葉中学に到着する。同行した泉田君の母校でもある。震災時、彼はここからすぐ近くの大熊町の総合スポーツセンターで被災していた（その状況の詳細は『茨城大学中世史研究会の震災体験』参照）。
　中学校の正面玄関前で車を降りる。この時、支給されたシューズ・カバーと白手袋をつける。昇降口にはカラカラに乾燥した牛糞が散乱している。放射線量が高い可能性があるので近づかないよう、注意を受ける。玄関でのミーティングの後、全員で校内を見学し、手順を確認して作業に入った。
　双葉中学校は、3月11日が卒業式の当日だった。草叢となった校庭に乗り捨てられた自動車は、学校に避難し、そのまま別の避難所に移ることになってしまった父兄か教職員のものらしい。また自転車置き場に残された自転車は、当日学校に残っていて、そのまま避難生活を送ることになった生徒のものという。あちこちに卒業生を送る飾り付けのリボンやメッセージなどが貼られたままになっている。長机を並べた避難者受付は、ほぼ当時の状況のまま放置されていた。
　2階の3年生の教室の黒板には、チョークで書いた生徒たちの寄せ書きが残されていた。「みんな離れても友達だよ」「これからもずっと大事な仲間」「泣いたやつ○人」とか。彼らは、その後、どうなったのか。そのまま友だちでいられただろうか。いつの日か、みんなで母校に帰る日を夢見ていたんだろうなあ。中でも「のこり約2時間を楽しもう！」の書き込みに、我々の目は釘付けになった。「2」の部分は、何度も書き直されている。カウントダウンが「2」で止まり、お別れになってしまったのか。震災は、いろんなものを奪っていったなあ。今さらながらに思う。
　私は2階教室の撮影と避難所関係の貼り紙等の回収を担当した。教室内には、ペットボトルのお茶やジュース、それを飲んだプラスチック製のコップが散乱している。急ごしらえの寝床の毛布、その横には、読みかけの文庫本が伏せてある。原発の危機を察知して、あわただしく出立したのだろうか。各教室の廊下には、模造紙に避難した人たちの名前が書き出されており、その所在が確認できるようになっていた。よく見るとその中には、「浪江に帰ります」「10キロ以上に避難します、どこに行くかはまだ不明」のような書き足しもみられた。わずか一両日の間に、あわただしい避難者の出入りがあったことが確認できる。廊下や教室内をまずは俯瞰的に撮影し、その後、避難所にかかわる痕跡を丹念に接写していく。貼り紙等は、教室ごとにまとめ、文書整理箱等に回収していった。
　トイレの周りには、バケツや給食用のタンクが集められていた。バケツリレーでプールの水が運ばれ、ここに蓄えられたようだ。食料の提供場所となっていた教室の机に置かれたトレーの上に、ラップされたおにぎりが、カチカチになって残されていた。ある教室に落ちていたレシートは、中学への登り坂手前のスーパーでの１時間ほど前、大根2本を買った際のものだった。大根を買って、家に帰った後、避難所に入り、そこで財布の中身を整理したのか。はたまた買い物の後、寄り道をしていて、大根を抱えたまま、避難所に入ることになってしまったのか。こうしたナマの資料は、「避難所」という施設を具体的に考えさせてくれるツールとなる。
　休憩時間には、屋上に上って、双葉町の市街地を見渡す。眼下に広がる町並みが、住む人間のいないゴーストタウンだとは、どうしても信じられない。もちろん福島第一原発も山並みの向こうに見える。直線距離で約3キロほどだ。
　余裕をもって取り組んだはずだったが、作業は、予定の時間いっぱいまでかかって、14時30分に修了。16時半には検問が閉まってしまう。回収した資料を車に積み込み、保管先の双葉町歴史民俗資料館に向かう。途中、双葉町の中心街を通過する。めちゃくちゃに崩れた民家が続き、押しつぶされたように石蔵が崩壊している。寺や旧家の山門はひっくり返ったままだ。道にはみ出した瓦礫を避けながら進む。ここでは、あの日から時間が止まっている。過去の災害の歴史を振り返れば、火山灰に埋まっても、洪水や津波で流されても、人々は、たくましく同じ場所に生活の基盤を再建してきた。ところがここでは、それが許されないのである。
　資料館に資料を収めた後、再び降り始めた雨の中を、我々は帰路についた。富岡町で検問を受ける。おやおや午前中とはちょっと雰囲気が違うぞ。鼻ピアスの若者が、無愛想に身分証を確認していく。往路の礼儀正しい奈良県警の警察官とはえらい違いだ。検問の業務も、一部業者委託されているそうだ。その後、内部被曝のスクリーニングを受けるため、施設に向かう。廃棄するシューズカバーやマスク・手袋の後、一人ずつセンサーで全身をチェック。広野町で、白井先生たち、NHK・福島県博の皆さんと分かれ、いわき合同庁舎で最終的に解散となった。
　自然災害などで危機に瀕している、先人が残してくれた資料を守ることが、われわれ茨城史料ネットの活動目的である。同時に、大規模災害が起こった時、被災地の人々がいかに行動したかを後世に伝えるためのデータを残すための活動も、歴史研究者の役目なのだ。特に未指定の民間資料が、ボランティアによる保全活動の主対象となったように、政府や自治体が残そうとする以外の資料の保全に力を尽くすことが、我々の課題となる。原発災害による被災地で起こったことを、将来の教訓のため、出来る限り後世に伝えていきたい。福島においてなすべき課題は多い。今回の活動を通して、福島の現実を直視しつつ、歴史学の知識と技術を生かせる分野で復興支援に協力していきたいと、改めて強く思うようになった。
（高橋　修）
